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鈎虫仔虫の生態学的研究

第3報 実験的塵芥処理場に於ける鈎虫卵及び鈎虫仔虫の運命

谷和会

京都府立医科大学医動物学教室（主任小林晴治郎講師）

（昭和 31年 10月2日受領）

緒言

従来畑虫卵は種々の外的条件に対して強い抵抗を示す

が，温熱に対して抵抗力の弱い事実は古くから知られて

居り，小県（1925）村上 (1954）の系統的な実験より姻

虫卵は50°0～55°0て比較的短時間に死滅し， 70°0以上に

なれば瞬間に死滅する事が知られている。叉鈎虫卵は畑

虫卵に比し更に抵抗力弱く55°0で加温直後に死滅する事

が知られている。従って堆肥の温度上昇を利用して人尿

尿加堆肥を作り，寄生虫卵を殺減しようとする試みは種

々なされて来た。乃ち小林 (1952）横田＇（ 1952）細川

(1952）森下，西村 (1954）の報告があり畑虫卵に対して

は良結果を得ている。しかし鈎虫卵に対してはかえって

府化発育せしめると云う意見もある。実際に尿尿を堆

肥処理して姻虫に対し有効な成績を得た宮崎県木郷の調

査に於ても，鈎虫は少しも減少して居ない水島 (1952）。

即ち最初の軽度の温度上昇によって牌化した鈎虫仔虫

が，自己の運動性によって中心部より上昇する高温より

逃避して周辺部に移動し，更に堆肥タ卜に逸脱するのでは

ないか，と云う疑問がある。はたしてそうした事実があ

るか，ないか，を実証するために，塵芥を堆積して醗酵

熱によっての堆肥化試験の際，此の中に鈎虫卵を入れて

以下の実験を行った。

実験方法

実験は1955年5月より1956年5月まで，酪々毎月計9

回行った。 塵芥堆積槽は鉄道枕木を周囲の隔壁に使用

し， 「カスガヒ」釘，及び針金を用いて組立てた。枕木

l木の大いさは 180×20×18(cm）である。叉一槽の内

容積は大体 180× 150× 150(cm）であるから，一槽て

W ago Mitani : Ecological studies of hookworm 

larvae. Report 3. The destruction test of hook-
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塵芥約6屯～7屯を堆積する事が出来る。尚塵芥中より

ガラス，金属，木片等堆肥実験に支障の生ずるものは，

堆積時に大体選別除去した。実験方法は鈎虫卵含有使

〈ヅピニ鈎虫，或は犬鈎虫）lOg，砂50gを含む牛乳瓶を

深さ30cm，直径25cmのフタ付ブリキ缶，或は隙聞のある

木箱に封入後，約50cmの深さに塵芥堆肥内に埋め，連日

7日間毎日一部を取り出して検査した。虫卵の生死判定

は直接塗抹，食塩水浮遊による集卵，及び漉紙培養法を

利用し，生存仔虫の有無は牛乳瓶内の砂，及び容器内面

を拭いた綿花を夫々ベールマン氏牙離装置で分離して検

査した。

実験成績

i 実験（1)フタ付ブリキ缶に封入した場合，実験（2）フ

タをとったプリキ缶に封入した場合（外界に開放された

場合〉実験（3）隙聞のある木箱に封入した場合，の8つ

に牙けてのべる。 (1）に於て成績は第1表の如く，第1

日目に於て既に周囲の塵芥に比較して温度上昇著るし

く，即ち 8月に於ては60°0以上であり， 2日目以後は全

く虫卵は変性し，培養によって1隻の鈎虫仔虫も検出さ

れなかった。 (2）に於て成績は第2表の如く，タト界と自

由に交通するため温度上昇殆んどなく，特に10月の実験

に於ては，実験終了日の7日目に於でもなお生存感染仔

虫を認めた。しかし実験（1)に於ては完全に閉鎖された

環境てあり， (2）は完全に開放された環境て，堆積槽自

身の与える温熱環境とは異なる故，出来るだけ実際に近

い環境に於げる実験を行うため，可成の隙聞のある木箱

内に封入して（3）の実験を行った。成績は第3表の如

く，冬期に於ても 2日目以後には鏡検上大部分が変性卵

てあり，ごく少数，形態的に生卵と認められるものも存

在するが，培養によって1隻の感染仔虫を得る事も出来

なかった。なお堆積槽50crnの深さの温度表は第4表の如

し。木箱内に封入した場合，温度上昇が周囲の塵芥に比

しや〉早い事が認められるも，特にその差は著しくな

し、。
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経過日数

木 箱 に封入した 場 合

経ボ
9/XII 8/II 28/III 28/IV 

虫 仔 最両温 最低温 卵虫 仔虫 最度両温最度低温 卵虫 仔虫 最度高温最度低温 虫 仔 最度局温最度低温
卵 虫度 度 卵虫

1日目 村t - 22.0 21.0 制－ 16.5 12.0 付十 一35.0 14.0 一一 6仇~ 22.5 
2日目 一一 51.5 21.5 一－ 46.0 15・5 一－ 6仇~ 34.5 一一 60°cゲ 50°c以

- 60 。c上以 46.0 上以 一一 6仇~ 47.0 
上

3日目 一一 60°c11 50°c以 一一 60°cグ 50°cグ
上

4日目 一一 60°c11 56°cゲ 一一 60°cグ 50°c以 一一 60°cゲ 50°cグ 一一 60°cゲ 50°cグ
上

5日目 一一 65 グ 50°cゲ 一一 60°cゲ 50°cグ 一一 60°cゲ 50°cゲ 一一 60°cグ 50°cゲ

第3表

5ゴ以下）＋： ++: 6～49::z （附： 50::z以上

50cmの深さの堆積槽内温度第 4表
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鈎虫仔虫の向温性に関する実験

(A）小序

鈎虫仔虫に向温性のある事は， 既に平井 （1929)

Fiilleborn (1932）牙島（1933）によって示される所で

あるが，堆積槽の如き温度上昇に対して，鈎虫仔虫がは

たして逃避脱出するか，否か，についての実験的観察は

あまり行なわれていない。た三細川 (1952）は，堆肥は

鈎虫卵の解化にはむしろ好影響を与え，10日～15日ては

殆んど卵子化して堆肥タトに移行し，堆肥による鈎虫卵の殺

減効果は期待し難い，と述べている。之に反し，横田，

竹内 (1952）は高温より低温へ逸脱する事はないと云っ

ている。私はCの事実をたしかめるため，精密なる条件

下の室内実験を行った。

(B）実験方法

先つ、同心円的に温度勾配が変化する実験場を作った。

実験装置は第1図の却し。直径6cmのシャーレ（底面中央

第 1図 鈎虫仔虫の向温性実験装置

Z
 

十一

部を凹ませたもの〉内に1%の寒天層を作り ，培養後2

週間以内の鈎虫仔虫を適当なる位置に放置する。希望す

る温度はシャーレ中心下部より白金線によって導かれる

如くし，なお電流回路中の抵抗を変化せしめる事によっ

てその中心が任意の一定湿度に保持される如く装置し

た。乙のシャーレを双眼顕微鏡のもとでそのま〉観察を

行った。 なおシャーレ 内寒天の各部位の温度測定は

Thermometer-junctionを利用して行った。

くC）実験成績

シャーレ内の温度勾配に関しては第2図の如し。なお

以下の実験に於て中心部の温度は，すべて50°0に保持さ

れた成績である。

実験 (1）鈎虫仔虫を中心部に放置した場合

両種鈎虫 〈ヅピニ鈎虫及びアメ リカ鈎虫〉の聞に差な

く，仔虫は活溌に運動するのみにして特に逸脱の傾向な

く，中心部に於て静止， 死滅するに至る。
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第 2図 シャ｛レ内の温度勾配曲線
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実験（2）両種鈎虫仔虫を周辺部に放置した場合。この

成績は第5表の如し。即ち鈎虫仔虫は中心部に近づく

に従って運動速度の増加著しく ，0.25cmより0.75cmの距

離に於ては約15秒てある。なお中心部に集った仔虫は生

活に不適当な高温であるにも拘らず，特に脱出の傾向は

第 5表鈎虫仔虫の向温性速度

＼ 距離

経過時間＼

1分

2分

3分

4分

5分

6分

(A.d.) 

2.0 2.5 

3.0cm 2.5 

0.6 9.8 

1.9 6.0 

4.0 3.8 

4.6 0.2 。0.2 。。

0 0.5 1.0 1.5 
l l i l 
0.5 1.0 1.5 2.0 

0.4 

1.2 0 0 0.4 

8.0 0.6 0 0 

9.0 0.2 0 0 

－
J

－
0

2

 

a
一3
3

1

一

寸

i

N

一
5

2

0

0

 

n
U
Q
U
 
8

5

5

 

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
u
 

n
v
n
U
 

9
u

に
d

n
u
q，臼

守
よ
守
止

分

分

分

分

1

2

3

4

 
表中数字は5回実験をくりかえした平均隻数

( 24 ) 



昭和 32年 6 月（1957）〕

認められず1号以内に運動を停止し，死滅するに至る。

〈た三し50°0以上の高温に対してはや〉逸脱の傾向を認

めるも，40℃前後より以下の部位に逸脱する事は全く認

められない。〉なお以上の実験成績からヅピニ鈎虫仔虫

に比較して，アメリカ鈎虫仔虫が，温度差に対する運動

性に於てや〉活溌である事が示される。

実験（3）鈎虫仔虫脱出の有無に関して，自然に近き観

察として次の如き方法をとった。乃ち直径 0.5cm，内径

0.2cm，長さ50cmのガラス管に， 0.3%の寒天と共にヅ

ピニ鈎虫仔虫50隻を封入し， 堆積槽内に略々水平に入

れ，その移動脱出状態を観察した。 0.3%の寒天内に於

て仔虫は自由に行動を起し得るにも拘らず，脱出仔虫は

l隻も認められなかった。

考察

腸管寄生虫の予防防渇を目的とした葉便の処理に就て

は，従来，貯溜，薬品，熱等による糞便内虫卵の殺滅を目

標として研究が行われて来た。 cの中，熱による虫卵

の殺滅には醗酵熱の利用と，人工的に熱を加える方法が

試みられて来た。しかし，その何れであっても熱を加え

る事によって畑虫卵が殆んど完全に殺滅し得る事は，川

畑 (1951）村上 (1954）森下，西村（1954）横田，竹内

(1956）等の試験によって明らかである。が，鈎虫卵に

とっては当然畑虫卵と趣を異にする。即ち卿化し，仔虫

が脱出するか，否か。しかし私の実験成績より，堆積槽

内の温度上昇が正常に行なわれ得るならば，鈎虫卵は僻

化する事なく，すべて死滅するものと考えられる。叉た

とえ鈎虫卵が解化発育し，感染仔虫を形成し得たとして

も，生活環境の悪い比較的高温の部位から，低温部位

へ逸脱する事はない事を示している。即1ぅ民尿の堆肥化

により鈎虫の防温も可能である事を証明し得たと信ず

る。

結語

1) 実験的塵芥処理場内に於ける鈎虫卵及び鈎虫仔虫

Iの運命について1955年5月より1956年5月まで略々毎月

観察を行った。

2）塵芥処理槽内に封入せられた鈎虫卵は，適当なる

程度のもとても，高温のため卿化ずる事なく実験開始後

2日自にはすべて死滅する。

3）鈎虫仔虫の向温性については周知の如くである

が，私は自牙の考案した装置にて実験の結果，高温に

対して仔虫は低温部へ特に逸脱する事は認められぬ。た

立し50℃以上に於てはや〉逸脱する傾向あるも，40℃前

後より低温には移行せず， そこで静止， 死滅するに至

( 25 ) 

125 

る。

心以上の実験的観察より，康尿の堆肥化により鈎虫

の防渇も可能である事を一応、証明し得た，と信ずる。

最後に御指導御校閲賜った小林晴治郎先生に犀〈御

礼を申上げる。
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Summary 

Observations were made experimentally and 

practically about the destruction of hookworm 

ova at high temperature. The practical destruc-

tion test of ova was carried by the insertion of 

the human feces with hookworm. ova into the 

heap of garbage. Observation was made from 

May 1955 to May 1956. Two days after inser-
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tion, no hookworm ova remained alive and 
hatching did not take place under the adequate 
humidity and temperature. 

Further experiments about the movement of 
hookworm larvae under various temperature 
showed that they did not escape句 thecooler 
temperature zone at the range between 40°-
50°C, and at over 50°C they moved to the lower 

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 2号

temperature, while at the 40°C zone they 
remained still and died there by higher temper-
ature. 

These facts seem to show that the destruction 
of hookworm ova can be accomplished in the 
sanitary disposal of garbage by the higher temper-
ature of the environment caused by tbe fermenta-
tlon of garbage. 
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